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地区総体に思う
校長 前田 浩二

熱戦が繰り広げられた地区総体も終わりました。各競技会場を回
り，本校生徒の一生懸命なプレーをうれしく思うことでした。しか
し，多くの生徒が県大会へ進むことができずに，悔し涙を流したこ
とと思います。特に部活動の引退がかかった３年生にとっては，大 野 外 活 動 平 和 学 習

きな出来事だったことでしょう。
私は中学生時代には剣道部に所属していました。私が住んでいた

北九州市八幡西区では，県大会へ進むためには，区大会と市大会と いよいよ，卒業後の進路選択について本格的に考えていくときにな
いう２つの大会を勝ち抜かなくてはなりませんでした。当時，八幡 りました。
西区だけで中学校が１５校程度あったと思います。私は３年生最後
の区大会に必死な思いで臨みました。しかし，団体戦は負けてしま
い，残るは個人戦のみとなりました。私は順当に勝ち上がり，次の
試合で勝てば市大会へと進むことができるところまできました。そ
んな私の前に立ちはだかったのは，東京の大会で優勝したこともあ
る県内でも有名な選手でした。私は無我夢中でした。１本先取され
ましたが，得意の面で１本取り返すことができました。特に力を入
れて練習で磨きをかけてきた飛び込み面でした。その後膠着状態が
続きましたが，試合終了間際，つばぜり合いから引き面を打たれて 県職業能力開発協会と県畳工業組合のマ
しまいました。ほんの一瞬のことでした。試合は終わりました。あ イスターのみなさまが講師として来校され
まりのあっけなさに現実を受け入れることができずにぽかんとして ものづくり教室が開かれました。キャリア
いました。少し経って頭に浮かんだのが，「もう少し粘っていれば延 教育のこの日は，地区総体１日目で，学校
長戦になり逆転できたのではないか。このままでは終わりたくない。 に残っていた生徒が長方形ミニ畳つくりに
時間を戻してほしい。」という思いでした。しかし，冷静になって振 様々なテーマで，各学級の代表者が発表しました。今年は，立 挑戦し，ものづくりの魅力を味わいました。
り返れば，最後に引き面を打たれたのは，自分自身の一瞬の気の緩 神小学校の６年生も意見発表をしてくれました。中学生に負けな
み，油断でした。負けたことを一時期は引きずりましたが，今では， いすばらしい発表でした。
負けたこともいい思い出です。
さて，県大会へ進むことができなかった３年生は，部活動を引退

することとなり，悔しい思い，寂しい思いを抱いていることと思い
ます。勝つチームがあれば負けるチームも必ずあるわけですから仕
方ありません。しかし，負けたからといって失ったものはひとつも
ありません。むしろ，今まで目標に向かって努力してきたこと全て，
負けたときの涙さえも貴重な宝物として残ると思います。これで終
わりじゃありません。高校で競技を続けるも良し，勉強を頑張るも
良し，次の目標に向かってスタートしましょう。
蛇足ですが，私が中学生時代果たせなかった県大会出場という目

標は，大人になって指導者として果たすことができました。 中学生の弁論 立神小６年生の発表

栄養教諭 坂 元 美 友

「いただきまーす！」

やっと給食の時間だ。私は小学生のころから給食の時間が楽し

みで仕方がなかった。

カレーや親子丼，揚げパンにフルーツポンチがセットでつい

てきた献立の日は給食時間が待ち遠しくて仕方がなかった。

私の中学生時代は山あり谷ありの連続だった。部活動では仲

のいい先輩の誘いでハンドボール部に入部したのは良かったの

だが，同い年のメンバーはみんな経験者ばかり・・・。私は他

のメンバーに負けぬよう，必死で食らいつき日々の練習に励ん

だ。しかし，試合で結果を出すことができずへこんだり，部活

に明け暮れるあまり勉強がおろそかになってしまったり，「もう，

学校に行きたくない」と思うことも何度もあった。しかし，そ

んな日に限って私の大好きなＡＢＣスープだ。「これを逃しては

いけない！」私は嫌なことなど忘れてお腹いっぱい給食を食べ

た。

「給食は豆や野菜がたくさん出てきて嫌だ。」「家で食べてい

る味と違うから好きじゃない」と思う人もいるかもしれない。

しかし，みんなが何気なく食べている給食には多くの人の思い

が詰まっている。残してはいけないということではなく，クラ

スのみんなで楽しく過ごす給食時間を楽しんでもらいたい。私

ももっと枕崎について知り，「給食時間が待ち遠しい」と思って

もらえるような給食を作れるようになりたい。

立神の如く

学校弁論大会［６月８日］

３年高校説明会［６月５，６日］

ものづくり体験教室［６月11日］

１年集団宿泊学習［６月３，４日］

○男子バスケットボール部 立神４０－４２枕崎 ○バドミントン部
○サッカー部 立神・桜山 ０ － ９ 加世田 ○女子ソフトテニス部 個人戦ダブルス 上村・庭月野 ２位

立神・桜山 ０ － ６ 知覧 団体戦予選 立神１－２大笠 個人戦３回戦 北川・庭月野０－４知覧 個人戦シングルス 寺田 彩乃 ２位
○野 球 部 立神０－７頴娃 立神１－２枕崎別府 宮下・下園３－４知覧 団体戦 優勝
○女子バレーボール部 個人戦２回戦 北川・庭月野４－２大笠 森・平４－１枕崎別府 ○柔道 個人戦７３㎏級 天達 朝日 ２位
予選リンク 立神２－１金峰 立神２－０頴娃 宮下・下園４－０万世 個人戦４回戦 森・平０－４加世田 ○剣道 個人戦１回戦 廽 清太朗(延長戦 惜敗)
決勝トーナメント 立神１－２頴娃 森・平４－１金峰

健闘をたたえる～南薩地区中学校総合体育大会～

１日(月) 朝の声かけ(２－１) 13日(土) チャレンジかごしま

２日(火) 青少年地域育成懇談会 15日(月) 青パトの日

５日(金) 朝の声かけ(２－１) 16日(火) 民生委員児童委員協議会

７日(日) 合唱コンクール，ＰＴＡ 17日(水) 携帯安全教室 SC(午前)

８日(月) 振替休日 19日(金) 終業式

９日(火) 学校関係者評価委員会 市民あいさつ運動

10日(水) 市弁論大会(２年生参加) 20日(土) 中体連県総体(～24日)

11日(木) 地域PTA(大塚 大堀 牧園) 21日(日) 枕崎国際芸術展(～9/16)

12日(金) スクールコンサート 26日(金) かつお釣り体験アドベン

地域PTA(田中 田畑 下野原 チャー

塩屋)

【７月の主な教育活動】


